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Accumulation of Epstein-Barr virus (EBV) BMRF1 protein EA-D during latent EBV 
activation of Burkitt's lymphoma cell line Raji 
（バーキットリンパ腫細胞株Rajiの細胞内潜伏Epstein-Barrウイルス（EBV）の活性化にお
けるBMRF1蛋白質EA-Dの蓄積） 
（著者：大橋 誠、堀江和峰、星川淑子、長田佳子、尾崎充彦、井藤久雄、西連寺 剛） 















学 位 論 文 要 旨 
 Accumulation of Epstein-Barr virus (EBV) BMRF1 protein EA-D during latent EBV 

























子構造体に限局して見られた。EA-D発現の早期に58 kDa、50 kDa EA-D分子が出現し、後期
に48 kDa、44 kDaのEA-D分子の蓄積が見られた。TUNEL法により、EA-D陽性細胞は死細胞で
あることが明らかとなった。EA-D陽性の小型細胞及び小粒子構造体はPercollの最も比重の












50 kDa分子はリン酸化EA-Dであり、48 kDa、44 kDa分子は脱リン酸化EA-Dであることが明






 EBV活性化の早期にリン酸化EA-D である58 kDa、50 kDa分子が発現され、後期には脱リ
ン酸化された48 kDa、44 kDa分子が死細胞内に蓄積することが明らかとなった。 
 
